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(54)【発明の名称】 等抵抗配線液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  本発明は電極リンクの長さによる抵抗差を補
償するための液晶表示装置に関することである。
【解決手段】  本発明による液晶表示装置は駆動回路と
接触されるパッド部がそのパッド部と多数個の液晶セル
が配列された画素領域の該当の信号ラインの間に接続さ
れる電極リンクの長さによって異なる大きさを有するこ
とを具備することを特徴とする。これに基づいて、電極
リンクの長さによる抵抗差を電極パッドを利用して補償
することで信号ラインを等抵抗化することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素領域と駆動回路を含む液晶表示装置
において、前記画素領域からそれぞれ伸張された少なく
とも三つ以上の電極リンクと；前記駆動回路と前記電極
リンクの間に接続されるとともに、その大きさが前記電
極リンクの長さに基づくものである少なくとも二つのパ
ッド部とを具備することを特徴とする等抵抗配線液晶表
示装置。
【請求項２】  前記パッド部は前記電極リンクに接続さ
れた電極パッドと、前記電極パッドと前記駆動回路の間
に接続された透明電極とを具備して、前記電極パッド及
び透明電極の中の少なくとも一つの大きさが前記電極リ
ンクの長さに基づいて決定されていることを特徴とする
請求項１記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３】  前記電極パッドの長さ、厚さ、幅の内の
少なくとも一つが、前記電極リンクの長さに基づいて異
なる大きさを有することを特徴とする請求項２記載の等
抵抗配線液晶表示装置。
【請求項４】  前記電極パッドは、前記電極リンクの長
さに基づいて異なる長さを有する前記画素領域の側に伸
張されたことを特徴とする請求項３記載の等抵抗配線液
晶表示装置。
【請求項５】  前記電極リンクの長さが相対的に長い場
合、前記電極パッドの長さも相対的に長いことを特徴と
する請求項４記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項６】  前記電極リンクの長さが相対的に短い場
合、前記電極パッドの長さも相対的に短いことを特徴と
する請求項４記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項７】  前記電極パッドの長さ、厚さ、幅の中の
少なくとも一つが前記電極リンクの長さに基づいて異な
る大きさを有することを特徴とする請求項２記載の等抵
抗配線液晶表示装置。
【請求項８】  前記電極パッドは前記電極リンクの長さ
に基づいて双方異なる長さを有して前記画素領域の側に
伸張されたことを特徴とする請求項７記載の等抵抗配線
電極パッドを有する液晶表示装置。
【請求項９】  前記電極リンクの長さが相対的に長い場
合、前記透明電極の長さも相対的に長いことを特徴とす
る請求項８記載の等抵抗配線電極パッドを有する液晶表
示装置。
【請求項１０】  前記電極リンクの長さが相対的に短い
場合、前記透明電極の長さも相対的に短いことを特徴と
する請求項８記載の等抵抗配線電極パッドを有する液晶
表示装置。
【請求項１１】  画素領域と駆動回路を含む液晶表示装
置において、前記画素領域からそれぞれ伸張された少な
くとも二つの電極リンクと；前記駆動回路と前記電極リ
ンクの間に接続されて前記電極リンクの長さに基づいて
異なる比抵抗値を有する少なくとも二つのパッド部とを
具備することを特徴とする等抵抗配線液晶表示装置。

2
【請求項１２】前記パッド部は前記電極リンクに接続さ
れた電極パッドと、前記駆動回路と前記電極パッドの間
に接続された透明電極とを具備して、前記透明電極及び
電極パッドの内の少なくとも一つの比抵抗値が前記電極
リンクの長さに基づいて異なることを特徴とする請求項
１１記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項１３】  画素領域と駆動回路を含む液晶表示装
置において、前記画素領域からそれぞれ伸張された、長
さの異なる少なくとも二つの電極リンクと；前記駆動回
路と前記電極リンクの間に接続された少なくとも二つの
パッド部とを具備して、前記電極リンクは幅が異なるこ
とを特徴とする等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項１４】  前記電極リンクの長さが相対的に長い
場合、前記電極リンクの幅は相対的に広いことを特徴と
する請求項１３記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項１５】  前記電極リンクの長さが相対的に短い
場合、前記電極リンクの幅は相対的に狭いことを特徴と
する請求項１３記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項１６】  画素領域と駆動回路を含む液晶表示装
置において、双方異なる長さを有して前記画素領域から
それぞれ伸張された少なくとも二つの電極リンクと；前
記駆動回路と前記電極リンクの間に接続された少なくと
も二つのパッド部とを具備して、前記電極リンクは双方
異なる比抵抗値を有することを特徴とする等抵抗配線液
晶表示装置。
【請求項１７】  前記電極リンクの長さが相対的に長い
場合、前記電極リンクの幅は相対的に広いことを特徴と
する請求項１６記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項１８】  前記電極リンクの長さが相対的に短い
場合、前記電極リンクは相対的に高い比抵抗値を有する
ことを特徴とする請求項１６記載の等抵抗配線液晶表示
装置。
【請求項１９】  画素領域と駆動回路を含む液晶表示装
置において、前記画素領域からそれぞれ伸張された、長
さの異なる少なくとも二つの電極リンクと；前記駆動回
路と前記電極リンクの間に接続された少なくとも二つの
パッド部と；前記電極リンクは長さに基づいて抵抗値を
補償するための少なくとも二つの補償パターンとを具備
することを特徴とする等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項２０】  前記補償パターンの幅、長さそして厚
さの内のいずれか１つが前記電極リンクの長さに基づい
て異なる大きさを有することを特徴とする請求項１９記
載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項２１】  前記補償パターンは前記電極リンクの
長さに基づいて異なる長さを有して前記画素領域の側に
伸張されたことを特徴とする請求項２０記載の等抵抗配
線液晶表示装置。
【請求項２２】  前記電極リンクの長さが相対的に長い
場合、前記補償パターンが相対的に長いことを特徴とす
る請求項２１記載の等抵抗配線液晶表示装置。
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【請求項２３】  前記電極リンクの長さが相対的に短い
場合、前記補償パターンが相対的に短いことを特徴とす
る請求項２１記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項２４】  前記補償パターンは前記電極リンクの
長さに基づいて異なる比抵抗値を有することを特徴とす
る請求項２０記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項２５】  前記電極リンクの長さが相対的に長い
場合、前記補償パターンが相対的に低い比抵抗値を有す
ることを特徴とする請求項２４記載の等抵抗配線液晶表
示装置。
【請求項２６】  前記電極リンクの長さが相対的に短い
場合、前記補償パターンが相対的に高い比抵抗値を有す
ることを特徴とする請求項２４記載の等抵抗配線液晶表
示装置。
【請求項２７】  所定の長さを有する多数個の電極リン
クと；基板と；前記基板の上に形成された多数個の電極
パターンと；前記電極パターンとそれぞれ電気的に接続
された多数個の透明導体と；前記電極リンクと前記透明
導体の間のそれぞれに電気的に接続された多数個の接触
部と；前記透明電極の前記電極リンクの長さに基づいて
異なる長さを有することを特徴とする等抵抗配線液晶表
示装置。
【請求項２８】  さらに、前記基板の上に形成されたゲ
ート絶縁膜を具備することを特徴とする請求項２７記載
の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項２９】  さらに、前記ゲート絶縁膜の上に形成
された保護膜を具備することを特徴とする請求項２８記
載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３０】  前記保護膜及びゲート絶縁膜は多数個
のパッド部に形成されて、パッド部それぞれは該当の電
極パターンの上に位置することを特徴とする請求項２９
記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３１】  前記透明導体は前記パッド部を通して
前記電極パターンと電気的に接続されていることを特徴
とする請求項３０記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３２】  前記透明導体の長さは、対応する電極
リンクの長さに比例することを特徴とする請求項２７記
載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３３】  前記透明導体は前記電極リンクによる
抵抗を補償する長さを有することを特徴とする請求項２
７記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３４】  前記透明導体の長さは、前記電極パタ
ーンと前記電極リンクの端部の間の抵抗値に基づいて設
定されていることを特徴とする請求項３２記載の等抵抗
配線液晶表示装置。
【請求項３５】  任意の長さを有する電極リンクと；基
板と；前記基板上に形成された電極パターンと；前記電
極パターンと電気的に接続された透明導体と；前記透明
導体と前記電極リンクの間に接続された接触部とを具備
して；前記透明導体は前記電極リンクの長さによる任意*
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*の長さを有することを特徴とする等抵抗配線液晶表示装
置。
【請求項３６】  前記基板上に形成されたゲート絶縁膜
とを具備することを特徴とする請求項３５記載の等抵抗
配線液晶表示装置。
【請求項３７】  さらに、前記ゲート絶縁膜の上に形成
された保護膜を具備することを特徴とする請求項３６記
載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３８】  前記保護膜及びゲート絶縁膜は前記電
極パターンの上のパッド部に形成されていることを特徴
とする請求項２１記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項３９】  前記透明導体は前記パッド部を通して
前記電極パターンと電極的に接続されていることを特徴
とする請求項３８記載の等抵抗配線液晶表示装置。
【請求項４０】  前記透明導体の長さは、前記電極パタ
ーンと前記電極リンクの入り側の端部の間の抵抗値に基
づいて設定されていることを特徴とする請求項３５記載
の等抵抗配線液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関
し、特に電極リンクの長さによる抵抗差を補償すること
ができる液晶表示装置に関することである。
【０００２】
【従来の技術】通常の液晶表示装置は電界を利用して液
晶の光透過率を調節することで画像を表示する。このた
めに、液晶表示装置は液晶セルがマトリックス状に配列
された液晶パネルとこの液晶パネルを駆動するための駆
動回路とを具備する。
【０００３】液晶パネルにはゲートラインとデータライ
ンが交差方向に配列されてそのゲートラインとデータラ
インの交差位置に設けられた領域に液晶セルが位置す
る。この液晶パネルには液晶セルそれぞれに電界を印加
するための画素電極と共通電極が設けられる。画素電極
それぞれはスイッチング素子である薄膜トランジスタの
ソース及びドレーン端子を経由してデータラインの中の
いずれか一つに接続される。薄膜トランジスタのゲート
端子は画素電圧信号が１ライン毎の画素電極に印加され
るように、ゲートラインの内のいずれか一つに接続され
る。
【０００４】駆動回路はゲートラインを駆動するための
ゲートドライバと、データラインを駆動するためのデー
タドライバと、共通電極を駆動するための共通電圧の発
生部とを具備する。ゲートドライバはスキャンニング信
号、即ち、ゲート信号をゲートラインに順次供給して液
晶パネル上の液晶セルを１ライン分ずつ順次駆動する。
データドライバはゲートラインの中のいずれか一つにゲ
ート信号が供給される毎にデータラインそれぞれにデー
タ電圧信号を供給する。共通電圧の発生部は共通電極に
共通電圧信号を供給する。これに基づいて、液晶表示装
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置は液晶セル毎にデータ電圧信号に基づいて画素電極と
共通電極の間に印加される電界によって光透過率を調節
することで画像を表示する。
【０００５】駆動回路は、通常チップ状に製作されたタ
ブ（ＴＡＢ：Tape  Automated  Bonding）方式の場合、
ＴＣＰ（Tape  Carrier  Package）に載せられて、その
ＴＣＰと液晶パネルに設けられた電極パッドを通して画
素領域に配置された該当の信号ラインと電気的に接続さ
れて駆動信号を供給する。電極パッドは電極リンクを通
して画素領域の該当の信号ラインと電気的に接続され
る。
【０００６】このような液晶表示装置では高解像図の画
像を提供するために画素数が増加したために、配線の幅
及び間隔が微細になっている。共に、６インチ以下の小
型の液晶表示装置が採択される携帯端末機では小型のた
めに駆動回路の集積度が高くなることに基づいて電極パ
ッド間の間隔が著しく減少している。これに基づいて、
電極パッドと画素領域の該当の信号ラインの間に接続さ
れる電極リンクは、図１に図示したように、位置によっ
て長さが異なっている。この結果、電極リンクは長さの
差に起因して抵抗値に差を生じている。
【０００７】図１は、一般的な液晶表示装置のゲートパ
ッド－リンク部分に対する電極配置図が図示するもので
ある。ゲート駆動回路（図示されない）と接続されるゲ
ートパッド部（１２）は図１に図示されたように基板
（１０）の縁領域に形成される。ゲートパッド（１２）
はゲート駆動回路からの駆動信号をゲートリンク（Ｇ
Ｋ）を通して画素領域（１４）に配置されたゲートライ
ン（ＧＬ）に供給する。
【０００８】ゲートパッド（１２）は、詳細には図２及
び図３に図示した構造を有する。ゲートパッド（１２）
は基板（２６）の上に形成されたゲートパターン（１
６）と、ゲートパターン（１６）が形成された基板（２
６）の上に積層されてゲートパターン（１６）の中のパ
ッド領域が露出されるようにホールが形成されたゲート
絶縁膜（２２）及び保護膜（２４）と、露出されたゲー
トパターン（１６）に接触されるように塗布された透明
電極パターン（１８）とを具備する。透明電極パターン
（１８）はゲート駆動回路を搭載したＴＣＰに設けられ
たパッド部と図２に図示されたような接触部（２０）を
通して接触される。
【０００９】ゲートリンク（ＧＫ）は相対的に狭い間隔
を有するゲートパターン（１２）と相対的に広い間隔を
有するゲートライン（ＧＬ）を接続するために、図１に
図示したように、位置によって長さが異なる反面、同一
の幅及び厚さを有する。これによって、ゲートリンク
（ＧＫ）の抵抗はその長さの差に基づいて微細であるが
差を有する。特に、ゲートリンク（ＧＫ）の長さが短い
部分（Ａ）と長さが長い部分（Ｂ）間の抵抗差は大き
い。このように、各ゲートリンク（ＧＫ）が長さに依存
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する抵抗値を有するために、画素領域（１４）のゲート
ライン（ＧＬ）に印加されるゲート信号に歪みを生じて
画質の低下を生じる問題点がある。
【００１０】このような配線の長さによる抵抗差はデー
タ駆動回路に接続されるデータパッドと画素領域（１
４）のデータラインの間に接続されるデータリンクでも
同様に発生する。データリンクの長さによる抵抗差によ
っても画素領域（１４）のデータラインに印加されるデ
ータ信号が歪みを受けて画質を低下させる問題点があ
る。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は電極リンクの長さによる抵抗差を補償して等抵抗化し
た液晶表示装置を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】前記の目的を達成するた
めに、本発明の一つの特徴による等抵抗配線液晶表示装
置は画素領域と駆動回路を含む液晶表示装置において、
前記画素領域からそれぞれ伸張された３つ以上の電極リ
ンクと；前記駆動回路と前記電極リンクの間に接続され
るとともに、大きさが前記電極リンクの長さに基づいて
決定された少なくとも二つのパッド部とを具備する。
【００１３】本発明の他の異なる特徴による等抵抗配線
液晶表示装置は、伸張された少なくとも二つの電極リン
クと；前記駆動回路と前記電極リンクの間に接続されて
前記電極リンクの長さに基づいて異なる比抵抗値を有す
る少なくとも二つのパッド部とを具備する。
【００１４】本発明の異なる特徴による等抵抗配線液晶
表示装置は画素領域と駆動回路を含む液晶表示装置にお
いて、前記画素領域からそれぞれ伸張された互いに長さ
の異なる少なくとも２つの電極リンクと；前記駆動回路
と前記電極リンクの間に接続された少なくとも二つのパ
ッド部とを具備して、前記電極リンクは相互に異なる比
抵抗値を有する。
【００１５】本発明の他の異なる特徴による等抵抗配線
液晶表示装置は画素領域と駆動回路を含む液晶表示装置
において、前記画素領域からそれぞれ伸張された長さの
異なる少なくとも２つの電極リンクと；前記駆動回路と
前記電極リンクの間に接続された少なくとも２つのパッ
ド部とを具備して、前記電極リンクの幅は相互に異な
る。
【００１６】本発明の他の異なる特徴による等抵抗配線
液晶表示装置は画素領域と駆動回路を含む液晶表示装置
において、前記画素領域からそれぞれ伸張された長さの
異なる少なくとも２つの電極リンクと；前記駆動回路と
前記電極リンクの間に接続された少なくとも２つのパッ
ド部と；前記電極リンクに設けられた長さに基づく抵抗
値を補償するための少なくとも２つの補償パターンとを
具備する。
【００１７】
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7
【作用】本発明による液晶表示装置では、パッド部に含
まれる電極パッドまたは透明電極の大きさまたは比抵抗
値を異なるようにして電極リンクの長さによる抵抗差を
補償することで電極パッド－リンクを等抵抗化する。
【００１８】また、本発明による液晶表示装置では、電
極リンクの大きさ（幅及び/または厚さ）を異なるよう
にして電極リンクの長さによる抵抗差を補償することで
電極パッド－リンクを等抵抗化する。
【００１９】また、本発明による液晶表示装置では、電
極リンクの大きさを異なるようにするか電極リンクに互
いに異なる大きさ、個数または比抵抗値を有する補償パ
ターンを接続させ電極リンクの長さによる抵抗差を補償
することで電極パッド－リンクを等抵抗化する。
【００２０】このように、等抵抗化された電極パッド－
リンクによって対応する信号ラインでは同一の初期バイ
アス電圧が印加されるので従来の電極リンクの抵抗差に
よって生じていた信号の歪による画質の低下を防止する
ことができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】前記目的以外の本発明の他の目的
及び利点は添付した図面を参照した本発明の好ましい実
施例に対する説明を通して明らかにする。
【００２２】図４（上）と図４（下）は、データパッド
部またはゲートパッド部で使用される本発明の第１の実
施例によるパッド部（４０）を図示する。
【００２３】図４（上）に図示したパッド部（４０）
は、長さが相対的に長い電極リンク（２３）に接続され
る。図４（上）に図示されたように電極パッド（１６）
に重畳されて接触する透明電極（２８）の長さは画素領
域の方向に従来よりLpxl１ほど増大される。これは相対
的に長い電極リンク（２３）にかかる相対的に高い抵抗
値を補償するためである。即ち、パッド部（４０）で透
明電極（２８）の長さを増大させ、相対的に長い電極リ
ンク（２３）の高い抵抗値を減少させる。
【００２４】図４（下）に図示されたパッド部（４０）
は長さが相対的に短い電極リンク（２５）に接続され
る。図４（下）に図示されたように相対的に小さい抵抗
値に対応して透明電極（３０）の長さが画素領域の方向
に前記Lpxl１より小さいLpxl２ほど増大される。これは
相対的に短い電極リンク（２５）にかかる抵抗値を補償
するためである。
【００２５】このような、電極リンク（２３、２５）の
長さによる抵抗値を補償して信号配線を等抵抗化するた
めのパッド部（４０）、即ち透明電極（２８、３０）の
追加の長さ（Lpxl１）は次の数式１によって決定され
る。
Lpxl１＝（Ravg×Tpxl×Wpxl）/p  pxl
ここで、Lpxl１は透明電極（２８、３０）の追加の長
さ、Ravgはリンクの抵抗の平均値、Tpxlは透明電極（２
８、３０）厚さ、Wpxlは透明電極（２８、３０）の幅、
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ｐは透明電極（２８、３０）の比抵抗値である。
【００２６】上記の数式１によって各パッド部（４０）
での透明電極（２８、３０）の追加の長さ（Lpxl１、Lp
xl２）を決定して透明電極（２８、３０）を形成すれ
ば、電極リンク（２３、２５）の長さによる抵抗差を補
償して等抵抗化することができる。即ち、電極リンク
（２３）の長さが相対的に長いために増大する抵抗値は
パッド部（４０）での透明電極（２８）の長さを画素方
向に増大させることで補償することができる。また、電
極リンク（２５）の長さが相対的に短かいために減少す
る抵抗値はパッド部（４０）での透明電極（３０）の長
さを画素方向に小さくすることで補償することができ
る。このように、長さが増大された透明電極（２８、３
０）を具備するパッド部（４０）の断面構造を図３に図
示する。透明電極（２８、３０）は駆動回路を搭載した
ＴＣＰに設けたパッド部（図示しない）と図４（上）及
び図４（下）に図示されたような接触部（２０）を通し
て接触する。
【００２７】このような電極リンク（２３、２５）の長
さによる抵抗差を補償するための電極パッド部（４０）
の構造はデータ駆動回路に接続されるデータパッド部と
ゲート駆動回路に接続されるゲートパッド部に同様に適
用される。
【００２８】図５（上）と図５（下）は本発明の第２実
施例によるパッド部（５０）を図示するものである。
【００２９】図５（上）に図示したパッド部（５０）
は、長さが相対的に長い電極リンク（５３）に接続され
る。図５（上）に図示されたパッド部（５０）では透明
電極（５６）に接続される電極パッド（５２）の長さが
画素領域の方向に従来よりLpad１ほど増大されている。
このような電極パッド（５２）は相対的に長い電極リン
ク（５３）にかかる相対的に高い抵抗値を補償して高い
抵抗値が低減する。透明電極（５６）は駆動回路を搭載
したＴＣＰに設けられたパッド部（図示しない）と接触
部（２４）を通して接触される。
【００３０】図５（下）に図示したパッド部（５０）
は、長さが相対的に短い電極リンク（５５）に接続され
る。図５（下）に図示されたパッド部（５０）では相対
的に小さい抵抗値に対応して電極パッド（５８）の長さ
が画素領域の方向に前記Lpad１より小さいLpad２ほど増
大される。このような電極パッド（５８）は相対的に短
い電極リンク（５５）にかかる抵抗値を補償する。透明
電極（５６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設けられた
パッド部（図示しない）と接触部（２４）を通して接触
される。
【００３１】ここで、電極パッド（５２、５８）の追加
の長さ（Lpad）は各電極リンク（５３、５５）の抵抗差
に応じて異なるように設定する。このように電極パッド
（５２、５８）の長さを異なるように設定して電極リン
ク（５３、５５）の長さによる抵抗差を補償することで
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信号配線を等抵抗化することができる。
【００３２】図６（上）及び図６（下）は本発明の第３
実施例によるパッド部（６０）を図示する。
【００３３】図６（上）に図示されたパッド部（６０）
は長さが相対的に長い電極リンク（６３）に接続され
る。図６（上）に図示されたパッド部（６０）では電極
パッド（６２）と接触される透明電極（６６）の幅が従
来よりWpxl１ほど増大されている。このような透明電極
（６６）は相対的に長い電極リンク（６３）にかかる相
対的に高い抵抗値を補償して高い抵抗値が低減する。こ
の透明電極（６６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設け
られたパッド部（図示しない）と接触部（６４）を通し
て接触される。
【００３４】図６（下）に図示したパッド部（６０）は
長さが相対的に短い電極リンク（６５）に接続される。
図６（下）に図示されたパッド部（６０）では相対的に
小さい抵抗値に対応して透明電極（６８）の幅が前記Wp
xl１より小さいWpxl２だけ増大される。このような透明
電極（６８）は相対的に短い電極リンク（６５）にかか
る抵抗値を補償する。この透明電極（６８）は駆動回路
を搭載したＴＣＰに設けられたパッド部（図示しない）
と接触部（６４）を通して接触する。
【００３５】ここで、透明電極（６６、６８）の追加の
幅（Wpxl）は各電極リンク（６３、６５）の抵抗差に応
じて異なるように設定する。このように透明電極（６
６、６８）の長さを異なるように設定して電極リンク
（６３、６５）の長さによる抵抗差を補償することで信
号の配線を等抵抗化することができる。
【００３６】図７（上）及び図７（下）は本発明の第４
実施例によるパッド部（７０）を図示する。
【００３７】図７（上）に図示されたパッド部（７０）
は、長さが相対的に長い電極リンク（７３）に接続され
る。図７（上）に図示されたパッド部（７０）では透明
電極（７６）と接触する電極パッド（７２）の幅が従来
より増大されてWpad１に設定される。このような電極パ
ッド（７２）は相対的に長い電極リンク（７３）にかか
る相対的に高い抵抗値を補償して高い抵抗値を低減す
る。透明電極（７６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設
けられたパッド部（図示しない）と接触部（７４）を通
して接触される。
【００３８】図７（下）に図示されたパッド部（７０）
は長さが相対的に短い電極リンク（７５）に接続され
る。図７（下）に図示されたパッド部（７０）では相対
的に小さい抵抗値に対応して電極パッド（７８）の幅が
前記Wpad１より小さいWpad２に設定される。透明電極
（７６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設けられたパッ
ド部（図示しない）と接触部（７４）を通して接触され
る。
【００３９】ここで、電極パッド（７２、７８）の幅
（Wpad）は各電極リンク（７３、７５）の抵抗差に応じ
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て異なるように設定する。このように電極パッド（７
２、７８）の長さを異なるように設定して電極リンク
（７３、７５）の長さによる抵抗差を補償することで信
号の配線を等抵抗化することができる。
【００４０】図８（上）及び図８（下）は本発明の第５
実施例によるパッド部（８０）を図示する。
【００４１】図８（上）に図示されたパッド部（８０）
は長さが相対的に長い電極リンク（８３）に接続され
る。図８（上）に図示されたパッド部（８０）では電極
パッド（８２）は相対的に小さい比抵抗値（ρ１）を有
する導電物質である。この比抵抗値（ρ１）を有する電
極パッド（８２）は相対的に長い電極リンク（８３）の
長さによる高い抵抗値を補償して高い抵抗値を低減す
る。透明電極（８６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設
けられたパッド部（図示しない）と接触部（８４）を通
して接触される。これとは異なり、前記透明電極（８
６）の物質で比抵抗値（ρ１）が相対的に小さい透明電
極物質を使用する場合にも前記のように長い電極リンク
（８３）の長さによる高い抵抗値を補償することができ
る。
【００４２】図８（下）に図示されたパッド部（８０）
は長さが相対的に短い電極リンク（８５）に接続され
る。図８（下）に図示されたパッド部（８０）で電極パ
ッド（８８）は前記比抵抗値（ρ１）より大きい比抵抗
値（ρ２）を有する導電物質である。この比抵抗値（ρ
２）を有する電極パッド（８８）は相対的に短い電極リ
ンク（８５）の長さによる低い抵抗値を補償する。透明
電極（８６）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設けられた
パッド部（図示しない）と接触部（８４）を通して接触
される。これとは異なり、前記透明電極（８６）の物質
で比抵抗値（ρ２）が相対的に大きい透明電極物質を使
用する場合にも前記のように短い電極リンク（８５）の
長さによる小さい抵抗値を補償することができる。
【００４３】ここで、比抵抗値（ρ１、ρ２）は各電極
リンク（８３、８５）の抵抗値に応じて異なるように設
定する。このように、パッド部（８０）の電極パッド
（８２、８８）または透明電極（８６）の比抵抗値（ρ
１、ρ２）を双方異なるように設定して電極リンク（８
３、８５）の長さによる抵抗差を補償することで信号の
配線を等抵抗化することができる。
【００４４】図９（上）及び図９（下）は本発明の実施
例による電極リンク（９３、９５）を図示する。
【００４５】図９（上）に図示された電極リンク（９
３）は長さが相対的に長い電極リンクを介してパッド部
（９０）に接続される。この電極リンク（９３）はその
幅が従来より増大されてWlink１に設定される。このよ
うな電極リンク（９３）は相対的に長い長さによる高い
抵抗値を補償して高い抵抗値を減らすようにする。パッ
ド部（９０）は電極リンク（９３）から伸張された電極
パッド（９２）と、図示しない絶縁膜のコンタクトホー
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ルを通して電極パッド（９２）と接触された透明電極
（９６）で構成される。透明電極（９６）は駆動回路を
搭載したＴＣＰに設けられたパッド部（図示しない）と
接触部（９４）を通して接触される。
【００４６】図９（下）に図示された電極リンク（９
５）は長さが相対的に長い電極リンクに該当されてパッ
ド部（９０）に接続される。この電極リンク（９５）は
相対的に低い抵抗値に対応してその幅が前記Wlink１よ
り小さいWlink２で設定される。この電極リンク（９
５）の幅（Wlink２）を調節して相対的に短い長さを有
する電極リンク（９５）の抵抗を補償して減少すること
ができる。
【００４７】このように、電極リンク（９３、９５）の
幅を異なるように設定してその電極リンク（９３、９
５）の長さによる抵抗差を補償することで信号の配線を
等抵抗化することができる。
【００４８】図１０（上）及び図１０（下）は本発明の
異なる実施例によるリンク部（１０１）を図示する。パ
ッド部（１００）は駆動回路を搭載したＴＣＰに設けら
れたパッド部（図示しない）と接触部（１０４）を通し
て接触される透明電極（１０６）を含む。リンク部（１
０１）はパッド部（１００）の電極パッド（１０２）と
接続される電極リンク（１０３、１０５）と、電極リン
ク（１０３、１０５）にそれぞれ形成された補償パター
ン（１０７、１０９）を含む。
【００４９】図１０（上）に図示されたリンク部（１０
１）は長さが相対的に長い電極リンク（１０３）を含
む。電極リンク（１０３）にはその長さによる抵抗差を
補償するための補償パターン（１０７）が接続される。
この補償パターン（１０７）の長さは図１０（上）に図
示されたように相対的に長く設定される。これによっ
て、補償パターン（１０７）は相対的に長い電極リンク
（１０３）の長さによる高い抵抗値を補償して高い抵抗
値を低減する。
【００５０】図１０（下）に図示されたリンク部（１０
１）はパット部（１００）に接続されて長さが相対的に
短い電極リンク（１０５）を含む。この電極リンク（１
０５）にはその長さによる抵抗差を補償するための補償
パターン（１０９）が接続される。この補償パターン
（１０９）の長さは図１０（下）に図示されたように相
対的に短く設定される。このような補償パターン（１０
９）は相対的に短い電極リンク（１０５）の長さによる
低い抵抗値を補償する。
【００５１】このように、電極リンク（１０３、１０
５）の長さに基づいて補償パターン（１０７、１０９）
を形成すると、その電極リンク（１０３、１０５）の長
さによる抵抗差を補償することで信号の配線を等抵抗化
することができる。長い電極リンク（１０３）の大きい
抵抗値は相対的に長い長さを有する補償パターン（１０
７）によって補償することができる。反面に、短い電極

12
リンク（１０５）の小さい抵抗値は相対的に短い長さを
有する補償パターン（１０９）によって補償することが
できる。
【００５２】補償パターン（１０７、１０９）の厚さま
たは幅を各電極リンク（１０３、１０５）の長さに基づ
いて異なるように設定することができる。このように、
電極リンク（１０３、１０５）に接続される補償パター
ン（１０７、１０９）の厚さまたは幅を異なるように設
定してその電極リンク（１０３、１０５）の長さによる
抵抗差を補償することで信号の配線を等抵抗化すること
ができる。
【００５３】また、補償パターン（１０７、１０９）の
個数を各電極リンク（１０３、１０５）の長さに基づい
て異なるように設定することができる。このように、電
極リンク（１０３、１０５）に接続される補償パターン
（１０７、１０９）の個数を双方異なるように設定して
その電極リンク（１０３、１０５）の長さによる抵抗差
を補償することで信号の配線を等抵抗化することができ
る。
【００５４】さらに、補償パターン（１０７、１０９）
の比抵抗値を各電極リンク（１０３、１０５）の長さに
基づいて異なるように設定することができる。このよう
に、電極リンク（１０３、１０５）に接続される補償パ
ターン（１０７、１０９）の材料も双方異なるように比
抵抗値を有する導電物質を使用してその電極リンク（１
０３、１０５）の長さによる抵抗差を補償することで信
号の配線を等抵抗化することができる。
【００５５】さらに、パッド部に含まれる電極パッド及
び透明電極の中のいずれか一つの厚さを電極リンクの長
さによって異なるように設定する場合にもその電極リン
クの長さによる抵抗差を補償して信号配線を等抵抗化す
ることができる。また、電極リンクの厚さをその長さに
よって異なるように設定する場合にも長さによる抵抗差
を補償して信号配線を等抵抗化することができる。
【００５６】
【発明の効果】上述したように、本発明による液晶表示
装置ではパッド部に含まれる電極パッドまたは透明電極
の大きさまたは比抵抗値を異なるようにして電極リンク
の長さによる抵抗差を補償することで電極パッド－リン
クを等抵抗化することができる。
【００５７】また、本発明による液晶表示装置では電極
リンクの大きさ（幅及び/または厚さ）を異なるように
して電極リンクの長さによる抵抗差を補償することで電
極パッド－リンクを等抵抗化することができる。
【００５８】また、本発明による液晶表示装置では電極
リンクの大きさを異なるようにするか電極リンクに双方
異なる大きさ、個数または比抵抗値を有する補償パター
ンを接続させ電極リンクの長さによる抵抗差を補償する
ことで電極パッド－リンクを等抵抗化することができ
る。
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【００５９】このように、等抵抗化された電極パッド－
リンクによって該当の信号ラインでは同一の初期バイア
ス電圧が印加されるので従来の電極リンクの抵抗差によ
る信号歪曲による画質低下を防止することができる。
【００６０】以上説明した内容を通して当業者であれば
本発明の技術思想の範囲内で多様な変更及び修正が可能
であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は
明細書の詳細な説明に記載された内容に限定されずに特
許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は通常の液晶表示装置のゲートパッド－
リンク部分を図示した平面図である。
【図２】  図２は図１に図示されたゲートパッドを拡大
図示した平面図である。
【図３】  図３は図２に図示されたＡーＡ′線によるゲ
ートパッドの断面図である。
【図４】  図４（上）及び図４（下）は本発明の第１実
施例によるパッド部を図示した平面図である。
【図５】  図５（上）及び図５（下）は本発明の第２実
施例によるパッド部を図示した平面図である。
【図６】  図６（上）及び図６（下）は本発明の第３実
施例によるパッド部を図示した平面図である。
【図７】  図７（上）及び図７（下）は本発明の第４実
施例によるパッド部を図示した平面図である。 *

14
*【図８】  図８（上）及び図８（下）は本発明の第５実
施例によるパッド部を図示した平面図である。
【図９】  図９（上）及び図９（下）は本発明の実施例
による電極リンクを図示した平面図である。
【図１０】  図１０（上）及び図１０（下）は本発明の
異なる実施例によるリンク部を図示した平面図である。
【符号の説明】
１０：下部基板
１２：ゲートパッド部
１４：画素領域
１６：ゲートパターン
１６、５２、５８、７２、７８、８２、８８、９２、１
０２：電極パッド
１８：透明電極パターン
２０、６４、８４、１０４：接触部
２３、２５、５２、５３、５５、６３、７３、７５、７
６、８３、９３、９５、１０５：電極リンク
２６：基板
２２：ゲート絶縁膜
２４：保護膜
２８、３０、５６、６６、６８、８６、９６：透明電極
４０、５０、６０、７０、９０、１００：パッド部
１０１：リンク部
１０７、１０９：補償パターン

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

  【図５】   
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